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2)円筒容器の場合 :容器の縦横比Il-2の場合, トー ラス状の2個のロール解を空間的基本
構造として,54変数の常微分方程式を導びく.hl-h2-0の場合のみを考えると,0-1の
藤倉解はRの増加とともに周期倍分岐列を示すが,円筒の中心軸を軸として容器を回転した場
合には(1b)と同様に準周期的運動を経て非周期解が発生する｡
以上は計算結果の数例であるが,このように縦横比が小さい場合,数十個の変数からなる常
微分方程式系によって,解に分岐に関していえば実験をかなりよく再現する結果を得ることが
できる｡
なお詳細は,Suppl.Prog.Theor.Phys.No.79に掲載予定の筆者の論文を参照されたい｡
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